





































































岩手県立大学戦略的研究プロジェクト 2018 年度実績 
「自分らしく生ききることのできるまちづくり」 
リーダー：小川晃子（社会福祉学部・教授） サブリーダー：齋藤昭彦（社会福祉学部・教授） 
分担研究者：佐藤哲郎（社会福祉学部・准教授） 菅野道生（社会福祉学部・准教授）  
伊藤隆博（社会福祉学部・講師） 小柳達也（研究地域連携本部・客員准教授）  
榑松理樹（ソフトウェア情報学部・准教授） 池田清（研究・地域連携本部・客員准教授）  

































































名） 48, 2019年6月. 
 小川晃子,「ICTを活用した高齢者の見守りとコミュニティ
づくり」,平成30年度いわて産学官連携フォーラム リエゾン
－Iマッチングフェア，ポスタ ,ー 
 小川晃子・松本まゆみ・紺野敏昭,「アクションリサーチによ
る福祉・医療サービス利用のための高齢者外出支援の創出と検
証-岩手県滝沢市における取り組み」，第13回日本応用老年学
会大会，2018年10月. 
 小川晃子,「ITを活用した高齢者の見守りとコミュニティづ
くり」，イノベーション・ジャパン2018-大学見本市＆ビジネ
スマッチング2018年08月. 
 小川晃子・齋藤昭彦等,「釜石市平田いおける重層的見守り報
告会」,2018年度岩手県立大学地域政策研究センター研究成果
報告会，2018年08月. 
【特許取得】鈴木翔一・櫛引正剛・高橋潤一・菊池直人・小川晃子,
“認知症予見システム、認知症予見プログラム、及び認知症予見方
法”特願2014-011138,特許第6435482号,2018年11月22日登録. 
【新聞投稿】小川晃子，「意志確認が家族の希望に」『岩手日報論壇』
2019年9月29日 11面． 
